
7 センダン科樹木の病害 

I）センダンそうか鷺 

診断の要点 苗木から若木の幼菜、葉柄、幼茎枝に発生する。特に苗 

木で被害か著しい。菓では微小な退緑色の斑点を多数生し、これは黄緑 

色から黄白色に変わり、斑点周辺はちじれを起こして収縮する。のちに 

は斑点の中心部には孔か開く。また展菜にともなって破れを生する。菓 

柄や幼茎枝では退緑色から淡褐色の陥没した小円斑を多数生じ、これは 

お互いに融合してやや盛り上かり不定形のかさぶた状を呈する。菜柄や 

幼茎枝では多数の病斑形成により捻れや萎縮などの奇形を起こす。葉柄 

や幼茎枝の病斑上には、湿潤時に白色の微小な粘塊（病原菌の分生子塊） 

の形成か見られることがある（図版9-5, fi)。 

本病の特徴は、茎枝先端の若い部分に集中的に発生し、径1mmほどの 

小さい斑点を多数形成し、展葉に伴ってその周りにしわか寄り、破けた 

り孔か開いたりすることと、菓脈、葉柄、緑色茎枝には小さいかさぶた 

状の病斑を形成し、互いに融合しながら察リ上がり、捻れや湾曲、ある 

いは萎縮などの奇形を呈することにある。分生子粘塊の形成は一般に認 

め難い。 

病原菌と病名 助haceloma pie/ice Bitancourt et Costa Neto 分生 

子層は角皮下に形成され、のち角皮を破って露出し、かさぶた状病患部 

の表面に広く偽柔組織状に広がる。この分生子層に分生子が形成される 

条件などは不明で、多くの分布記録は病徴の相似からなされている。 

本病はブラジルからタイワンセンタン（Ale/ia azedaracli）上に発見 

記載された病気で、病原菌の分生子の形態もこの時一回記録されたのみ 

である。助/iaceloma属の病原菌によって起こる病気は、その共通的な病 

徴から、そうか（瘡痴）病、とうそう（痘瘡）病あるいはこくとう（黒 

痘）病と呼ばれるが、最近では一部を除いてそうか病に統一されてきた。 
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7 センダン科樹木の病害

びょう

1) センダンそうか病

診断の要点 苗木から若木の幼葉、葉柄、幼茎枝に発生する。特に苗

木で被害か著しい。柴では微小な退緑色の斑点を多数生し、これは黄緑

色から黄白色に変わり、斑点周辺はちじれを起こして収縮する。のちに

は斑点の中心部には孔か開く。また展葉にともなって破れを生する。栗

柄や劫茎枝では退緑色から!狩場色の陥没した小円斑を多数生じ、これは

お互いに融合してやや盛り上かり不定形のかさぶた状を呈する。菜柄や

幼茎枝では多数の病斑形成により捻れや萎縮などの奇形を起こす。葉柄

や幼茎枝の痛斑上には、職{r¥i--寺に白色の微小な豹塊 (病原菌の分生子塊)

の形成か見られることがある (図版 9‐5,6) 。

本病の特徴は、茎枝先端の若い部分に集中的に発生し、程 lmm ほどの

小さい斑点を多数7移出し、展葉に伴ってその周りにしわか寄り、破けた

り礼か開いたりすることと、葉脈、葉柄、緑色茎枝には小さいかさぶた

状の病班を形成し、互いに融合しながら盛り-ヒがり、捻れや湾曲、ある

いは萎縮などの奇形を呈することにある。分生テボ,~塊の形成は一般に認

め難い。

病原菌 と病名 沙卿α /o′〃"“!融解 BIもallcourt et Costa Neto 分 生

子層は角皮下に形成され、のち角皮を破って露出し、かさぶた状病患部

の表面に広く偽柔組織状に広がる。この分生千層に分生子が形成される

条件などは不明で、多くの分布記録は病徴の相似からなされている。

本病はブラジルからタイワンセンダン (ハダゼ加αzedの鑓cの 上に発見

記載された病気で、病原菌の分生子の形態もこの時一回記録されたのみ

である。珍 /mceZo′〃"属の病原菌によって起こる病気は、その共通的な病

徴から、そうか (膚痴) 病、とうそう (痘療) 病あるいはこくとう (黒

痘 )病 と呼ばれるが、最近では一部を除いてそうか病に統一されてきた。
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ブラノル以外の地域からの木病の報告は病徴の一致に基づくものて、歯 

学的に確認されたものではない。日本からは始め四国産の病害試利によ 

リ斑点病として報告されたが、日本植物病理学会はこれを“そうか病’' 

と改め、現在はこの病名が用いられている。英病名も本病原菌属－般に 

Sopt anthracnoseか用いられている。 

発生樹種と分布 南米（アルゼンチン・ブラシル‘パラクアイ）てはタ 

イワンセンダン（Me/ia azedauic功に、アジア（日本）ではセンダン（M 

azedwach val japoflica）に報告がある凸 

発生生態 本病菌は一般に湿潤時に粘質の分生子塊を病患部表面に形 

成し、雨の飛床により、あるいは小昆虫の体に付着して、伝播するとさ 

れているが、木病の場合、病患部上における分生子形成条刊や侵人感染 

機構などの詳細は不明のままてある。 

防除対策 幼梢部に被害か激しいため、苗木に発生すると生長がとま 

り、山だし苗が採れなくなる。防除薬剤としては銅水和剤かTPN剤かあ 

り、10日おきの2-3回散布か良いであろう。後者の薬剤は魚毒性か強 

いので使用には注意を要する。 

2）センダン難tkoa肩．離f着 

診断の要点 苗木から成木の巣に発生し、落葉被害を生する。①斑点 

病 葉に褐色の5mm大の不整角状ないしやや類円状の病斑を形成し、病 

斑は拡大して5-- 10 大となリ、中央部は灰褐色、周囲は濃褐色帯に囲ま 

れる。病斑表裏両面に微小黒点（病原歯の子座）を形成、これはまもな 

く暗緑色すすかび状物（病原菌の分生子塊）に被われる。罹病小巣は 

次々に落菓する（図版101）。 

②褐斑病 葉に円状ないし角状の2- 5mm 大の灰褐色、輪紋状の病斑 

を形成し、輪紋部は濃褐色帯となる。病斑裏面か灰緑色のすすかび状物 

（病原菌の分生子塊）で被われる。罹病小葉はまもなく落菓する。斑点 
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ブラノル以外の地域からの水病の報告は病徴の一致に基づくものて、歯

学的に確認されたものではない。 R本からは始め凹国井の病害試射によ

り斑点病として報告されたが、 R本植物病理学会はこれを "そうか病"

と改め、現在はこの病名が用いられている。英病名も本病原菌属一般に

Sopt anthracnose か用 い られ ている。

発生樹種と分布 南米 (アルゼンチン・ブラシル・バラクアイ) ては夕

イワンセンダン (A蛇加 解e加川cた)に、アジア (R 水 ) ではセンダン (屑

解 e直 mc/ ーval ノゆりmm) に報告があ る。

発生生態 本病菌は一般に湿潤--おこ*ー~質の分生-f塊を病患部表而に形

成し、雨の飛沫により、あるいは小昆虫の体に付着して、伝播するとさ

れているが、木痛の場合、病患部」-;こおける分生十形成条ず′1や侵入感染

機構などの詳細はイ・明のままてある。

防除対策 幼榊部に被害か激しいため、苗木に発生すると生長がとま

り、山だし苗が採れなくなる。防除薬剤としては銅水和斉-」かTPN 剤かあ

り、10日おきの 2~3 回散布か良いであろう。後者の薬剤は魚毒性か強

いので使用には注蒼、を要する。

はんてんびょう かっぱんびょつ

2) センダン斑点病・褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を生する。①斑点

病 葉に褐色の5mm 大の不整角状ないしやや類円状の豹斑を形成し、病

斑は拡大して 5~10 大となり、中央部は灰褐色、周囲は濃褐色常に囲ま

れる。病癖表裏両面に微小黒点 (病原菌の子座) を形成、これはまもな

くH宮緑色すすかび1大物 (病原菌の分生子塊) に被われる。雁病小柴は

次々に落葉する (図版 10‐1)。

②褐斑病 葉に円状ないし角状の 2~5mm 大の灰褐色、輪枚状のり丙斑

を形成し、輪紋部は濃褐色帯となる。病斑裏面か灰緑色のすすかび状物

(病原菌の分生子塊) で被われる。椎病小葉はまもなく落葉する。斑点
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病との区別点は、褐斑病との区別点は、褐斑病が輪紋斑をつくることと、 

分牛子塊の形成か斑点病では病珊表裏両面てあるのに、褐斑病では裏面 

だけであることにある。 

病原菌 ① 斑点病 Cewoゅova inc/ice Ellis et Everhart 子座は集 

の表皮細胞内に形成され、角皮を破って表に現れる。褐色～暗褐色の細 

胞からなり、徑30-75/1 m 。分生子柄は子座上部から叢生し、ややシク 

ザク状、オリーブ褐色て、単条、17-33 >< 25-4yrn、全出芽・シンポ 

ジオ型に分生子を形成、分離痕は明瞭て肥厚する。分生了は無色ないし 

淡色、引状ないし長円筒状で、直あるいは湾曲し、先端組まる。基部は 

截切状で、脱落痕は肥厚し、3-li隔壁を有し、57-118 >< 2 5-S/I m , 

② Pseudoceicospom sabsessilis (P et II Sydow) Deighton (= 

Ce) coゆcia subsessiles P et H Sydow〕 子座は葉裏面に形成され、表 

皮を破って露出する。徑30 -58 i-i iii、淡オリーブ褐色～暗褐色。分生子 

柄は子座上部よリ叢生し、知く密生し、単条、無隔壁、淡オリーフ褐色、 

12-30 < 2 5-3p ni。分生子は幅狭い円筒形、i自または湾曲し、基部は 

円錐状、頂部はやや尖る、無色～淡オリーブ色、3-9隔壁、47-83 >< 

2 5-3pni. 

上記のように、珂点病菌の子座が両面生て、分生子柄の分生子離脱痕 

か明瞭に肥厚して残り、分生了基端も肥厚していることにより、子座か 

裏面生で、分生子柚、分生子の分離痕がいすれも肥厚しない褐斑病菌と 

は区別される。センダン（Ale/ia) 属上にはもう1種、 Cercospwa 

inelucola Spegazziniがアルゼンチンから記載されているが、この菌はタ 

ィプとしては①の属に属するものの、分生子柄と分生子がいずれも長大 

て両病原菌とははっきり区別される。 

発生樹種と分布 ① 斑点病（Cevcospoia inc/ice) タイワンセンダン 

(Me/ia azedamcD 、センダン（Maze山mcli vat jawncd 中国・イン 

ド‘日本ーパラグアイ・台湾・アメリカ。 

② 褐斑病（Pseu如cercoゆova subsessilis) タイワンセンタン、』J 
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病との区別点は、褐斑病との区別点は、掲班病が輪紋斑をつくることと、

分牛子塊の形成か斑点病では病斑表裏両面てあるのに、褐班病では裏而

だけであることにある。

病原菌 ① 斑点病 Cのcosかの"〃7南口eEII1s etEverhart 子座は巣

の表皮細胞内に形成され、角皮を破って表に現れる。褐色~ 暗褐色の細

胞からなり、径 30~75 〆 m 。分生十柄は子座」:部から叢生し、ややシク

ザ グ状、オ リー ブ褐色 て、単条、 17~33 × 2,5~4 “ m 、全 出芽 ・シンポ

ジオ型に分生子を形成、分離痕は明瞭て肥厚する。分生子は無色ないし

淡色、釣状ないし長円筒状で、直あるいは湾曲し、先端紙まる。暴郡は

教切状で、脱落痕は肥厚し、3~11 隔壁を有 し、57~118 × 2 5~5 〆m 。

② Psg"d αの餌 SPD川 s〃るsess7/2s(P et ll sydow)Delghton 〔=

Cg′餌ゆのα鋸もsessz′zs P et H Sydow 〕 f 座は紫裏面に形成され、表

皮を破って露出する。径 30~58 “1n、淡オリーブ褐色 ~ 暗褐色。分生子

柄は子座上部よ r)叢生 し、短 く密生し、単条、無 1隔壁、淡オリーフ褐色、

12~30 × 2 5~3 〆m 。分生子は幅狭い円筒形、直または湾曲し、基部は

円錐状、頂部はやや尖る、無色 ~ 淡オリーブ色、3~9 隔壁、47~83 ×

2 5~3 “ m 。

上記のように、斑点病菌の子座が両面生て、分生子榊の分生子離脱痕

か明-瞭に肥厚して残り、分生ヲ基端も肥厚していることにより、子座か

裏面生で、分生手柄、分生子の分離痕がいすれも肥厚しない褐班病菌と

は区別 される。セ ンダン (屑物α) 属上には もう 1種、 Ce′仰功のα

〃ze‘′zcααSpegazzml がアルゼ ンチ ンか ら記載 されているが、この菌 は タ

イプとしては①の属に属するものの、分生子柄と分生子がいずれも長大

て両病原菌とははっきり区別される。

発生樹種と分布 ① 斑点病 (αたospo'"〃覆わe) タイワンセンダン

(屑効ααzedの偶た)、セ ンダン (屑 ,口zedα煎じ/′var ノαPpm 棚 ): ず1国 ・イン

ド . 日本 ・パ ラグア イ ・台湾 ・ア メ リカ。

② 褐班病 (Pse′イdocのmspom s油彩sszZ?s) タイ ワンセ ンダ ン、ハダ
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10-4.力ランパヤン苗の線毛褐斑病 
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10-5．ビャクダンスパイク病 10-6．ラパチョ褐斑病 

（黄白色の発病枝塊） 
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awdnachta ギューバ・ドミニカ‘中国・インド、日本Iフィリピン・プ 

エルトリコ・スリランカースーーダン・台湾・アメリカ。なお、本病菌は 

この他にマホガニー（Sweetenia inahagoni)、オオバマホガニー（S 

maC,”加1励 を侵すとされている（ハルバドス諸島ーアメリカ）。 

発生生態 両病原菌とも分生子は雨の飛沫あるいは湿った風によリ飛 

散すると考えられているが、実験的な証拠は提出されていない。侵入感 

染や潜伏期問なと計しいことは判っていない。 

防除対策 苗木に発生すると被害が激しいから、育苗中は見回リを怠 

らすに注意をする。少しでも発牛を認めたら、マンネブ剤（500倍）を 

10 日おきに散布する。 

3）セド口（Cedre功．スリワンギ（Too同 さび篇 

診断の要点 苗木から成木の菓に発生する。かなりの洛葉被害を生ず 

るのて、苗木の場合は生長に影響するが、成木てはさほと影響を蒙らな 

い。葉裏に橙色～橙黄色の火ぶくれ状小胞（病原菌の夏胞『堆）を多数 

生じ、これはすぐに破れて橙色の粉塊（病原菌の夏胞子塊）を噴出する。 

のちには橙黄色の夏胞子堆に替わって黒褐色～黒色の冬胞子堆と冬胞子 

粉塊をけいせいする柿もある（図版10-2, 3) 

病原菌・発生樹種および分布 チャンチン属（Cache/a spp ）およびス 

リワンギ属(mcmi spp ）樹木に発生するさび病菌と寄生樹種、分布を 

示す。 

① Nyssopsora cedrelae ( I-Ton ) Tranzschel スリアンバワン 

にat/re/a senuta）、チャンチン（C smneni,た） 巾国ーイント・日本ー台湾。 

② Urec/o cadre/ce Henn logs：スリアンハワン、スリワンギ（Toommo 

SlUefli） インドネシア。 

発生生態 ①の菌は同種寄生性て、同一宿主士で生活史を完成する 

が、②の菌については詳細はまだ不明てある。夏胞子は風により伝播す 
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αm の '鯛 財α キ ュー バ ・ド ミニ カ ・中 国 ・イ ン ド ・日本 ・フ ィ リ ピ ン ・プ

エル トリコ ・ス リランカ ・スー ダン ・台湾 ・アメ リカ。 なお、本病菌は

この他 に マ ホガ ニ ー (S乙U′g′g′加 川α/脇gpm) 、 オ オバ マ ホ ガ ニー (S

〃z‘!cmP/z)′"") を侵すとされている (ハルバ ドス諸島 ・アメリカ)。

発生生態 両病原菌とも分生子は雨の飛沫あるいは湿った風により飛

散すると考えられているが、実験的な証拠は提出されていない。侵入感

染や潜伏期間なと詳しいこと‘土判っていない。

防除対策 苗木に発生すると被害が激しいから、育苗中は見回りを怠

らずに注意をする。少しでも発生を認めたら、マンネブ剤 (500倍) を

10日おきに散布する。

びょう

3) セ ドロ (Ceの翌如)・スリワンギ (励o卿) さび病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。かなりの落葉被害を生ず

るのて、苗木の場合は生長に影響するが、成木てはさほど影響を蒙らな

い。葉裏に櫨色~塔黄色の火ぶくれ状小胞 (病原菌の夏胞マ粗) を多数

生じ、これはすぐに破れて措色の粉塊 (病原菌の夏胞子塊)を-噴出する。

のちには檀黄色の夏胞子堆に替わって黒褐色~黒色の冬胞子雄と冬胞子

粉塊をけいせいする矛ずもある (図版 10‐2,3) 。

病原菌・発生樹種および分布 チャンチン属 (Cg承認αspp) およびス

リワンギ届 (7bom spp) 樹木に発生するさび病菌と寄生樹種、分布を

示す。

① 肋 ,sso恋 om 鑑み綿dB(Horl)Tral ・zschel ス リ ア ン バ ワ ン

(Ceあせ/α彫れ復如)、チャンチ ン (C 潮解ぞもな) 中国 ・イン ト・日本 ・台湾。

② 防ぎの 埋めセ!"e Hennings: ス リアンバ ワン、ス リワンギ (7bo〃"

sme′?′) イ ン ドネ シア。

発生生態 ①の菌は同種寄生性て、同一宿主上で生活史を完成する

が、②の菌については詳細はまだ不明てある。夏胞子は風により伝播す
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るか、感染の条件なとは調べられていない。 

防除対策 苗畑で苗木に発生した場合は、トリアジメホン剤を10日お 

きに数回散布する。 

4）白絹病 

樹種共通の病害5）白絹病の項（p 19）を参照。フィリピン・スリラ 

ンカ・台湾からマホガニー（Sw;etenuz )na/lagonz）、オオバマホガニー（S 

)Hacnゆ如ル）の苗畑での大発生が報じられている。 

5）南根腐病 

樹種共通の病害 6）南根腐病の項(p 23）を参照。フィジーから 

Cedル危fliexicafla に、フィジーとインドネシアからマホカニーとオオハ 

マホガニーに、それそれ被害発生報告がある。 

6）赤衣病 

樹種共通の病害7）赤衣病の項(p.27）を参照。イントネシアからチ 

ャンチン（くえ！め*ela sine,溶Iりに、フィジーからオオバマホガ二ーに発生報 

告かある。 

7）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害8）ポトリオディプロイディア胴枯病の項（jj 31）を 

参照。フィシー・フィ リピン・台湾からマホガニーとオオバマホカニー 

に茎枯病も含めて発生報告がある。 
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るか、感染の条件などは調べられていない。

防除対策 苗女mで苗木に発生した場合は、トリアジメホン剤をlou お

きに数回散布する。

4)白絹病

樹種共通の病害 5) 白絹病の項 (p l9) を参照。フィリピン・スリラ

ンカ ・台湾か らマ ホガニー (税り′efe′mm 感αgom) 、オオバマホガニー (S

'“"ciのめ/〆‘") の苗畑での大発生が報 じられている。

5)南根腐病

樹種共通の病害 6) 南根腐病の項 (p 23) を参照。フィン一から

Ceゐ g南 }解離鯛〃αに、フィジー とイン ドネシアか らマ ホカニー とオオハ

マホガニーに、それそれ被害発生報告がある。

6)赤衣病

街種共通の病害 7) 赤衣病の項 (p.27)を参照。イントネシアからチ

ャンチン {Cedフセな s′'2e;′szs)に、フィジーか らオオバマホガニーに発生報

告がある。

7) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 8) ボトリオディプロイディア胴枯病の項 (p31) を

参照。 フィシー .フ ィ リピン ・台湾か らマ ホガニー とオオバマホカニー

に塾枯病も含めて発生報告がある。
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